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Scintillation　Cameraおよび

1600Channel　Memory　装置

によるScintiphotoの基礎的

検討について

福n’1正　鳥塚莞爾　藤井正博

森　　　徹　・森田陸司　高坂唯子

　（京都大学rli央放射線部）

　Nuc工ear　Chicago社製scintillation　cameraおよびそ

れに接i続せしめた1600channel　memory装置によるsci・

ntiphotoの基礎的検討およびその臨1↓ミ的態川についてわ

れわれの試みを報f「1一した。点線源と1000hole　collime－

terを用いてのisoresponce　curveはdetectorの表面

にほぼ平行なものがえられた．つぎに，・JJ，線源をdetector

中心線上種々の、・∴（に置きその放射活性を40×40matrix

のdigita1量としてprint　outさせたものよりisorespo－

nce　curveを描くと，　detectorより前方に向い幅のきわ

めて狭い山線群がえられ，　また中心線Lの放射活，／∫llを

100％とし，50％値，25％値，5％値をそれぞれ結ぶと，

それらの曲線の広がりは少なく，本cameraは優れた指

向性を有することが示された。

　諸秤肝疾患の肝scintiphotoはscintigra皿　に比し立

体感のある像がえられ，そ0）40×40　madixの放射活性

を101eve1に色分けした像には，各疾患の特徴がよく表

現された．膵scintiphotoは，40×40　matrixのmap

像またはprofile像において，　thre9．　holdの操作により

膵が明瞭に描記された．各種腎疾患の腎部の連続撮影に

より各疾患に特徴のある腎内分布の経時的推移が描写さ

れた．また新たに腎疾患のscreening　testとして9gmTc－

angiographyを試みた．　これはcJ91・Tc　10mCi静注投

与後腎部を5秒間曝写の連続垣多を行なうもので，両側

腎の出現時問，形および位置の哩常を見出しfi－，所要時

間はわずかに1分であり，さらにまた同時に脾臓も描出

しえて，　腎脾疾思のscreening　testとして試みる価値

あるものと思われる．

　質問：高橋哩　（天理病院内科）

　1．scinticameraの辺縁部は写百をみると感度がむし

ろ元まっている印象をうけるがisoresponse　curveでは

むしろ低下していた理山は．

　2．　点線源discriminationの鋭敏度（分解能）につ

いて通常のscanncrと比較して（着用collimeterを変え

た場合についても）どの程度優れているか．

　3．　Detectorからの距離による感度減哀の問題はど

うかe

　質問：本村和文（阪人阿剖1内科）

　Pin　holeにて分解能1mmとお聞きしましたが，私

たちの経験より10mmの聞き違いでありませんか．

　答：森川陸司

1）　Isoresponce　curve　は・般に視野の辺縁部で高感度

　であるといわれているが，節調をト分に行なうと感度

　は均等になりうる，

2）　6cm寒天内にヒンホ．ンコー1を置くと、　寒天内いつれ

　の位置に置いても検出できるが，径1．5cmの球ファ

　ントムは厚さL5crnの戸天内1こおいてのみ描出しう

　る．

3）　指向性は非常に良好である．

4）Pin　holeで1600channel　Memory控置を用いれ

　ばlmm分を離し検出しえられます．

　　　　　　　　　　　　＊

11．ガンマカメラによる脳スキャン

　　ー特に連続スキャソについて一

寸ξFII　　肇　　こ「三1日」嚢一ニ　　　ミ｝悩？・巾糸呈ク’i禾斗：〉

鳥塚莞繭　高坂唯子　くン叩央放射線部〉

　　　　　　（京都大学）

　過去2年間に脳旺瘍約130例，腫瘍以外の脳病変約40

例に99・Tcによる脳scanを行なった．この中最近の約

50例はgamma　camera　を用いた。腫揚例全体としての

陽性率は80～85％であった．

　gamma　cameraを用い，　9gmTc静注拍：後から2時同

にわたり継時的にscanningを行なうと，脳動静脈奇形

海綿状血管腫，髄膜腫では投与直後にもっとも明瞭に病

巣が描出され，時間の経過とともに像は不鮮明化し、あ

　るいは全く消失する．星細胞腫，乏実起膠腫，多形性膠

　芽腫，脳軟化などでは逆に時間と共にRI　uptakeの病

　巣内治積がまし，病巣がscintiphoto　ヒ鮮明に示されて

くる．

　1600channel　memory装置により，　scintigram上hot

　な部分とcoolな部分とのuptake　ratioを算出すると，

　これらserial　scanningの成績とt－’致してuptal｛e　ratio

が漸減するtype，漸増するtype，さらに多形性膠才腫で

　は一旦増加後漸減するという第3のtypeの3つのpa－

tternをとることが明らかになった，

　　　　　　　　　　　　＊
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